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腹水濾過濃縮再静注法の濾過工程の物理刺激が腹水中サイ トカイン 濃度 に及ぼす影響
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　腹水 濾過濃縮 再静注 法時 の 副作 用 の 出現 に 、濾過濃縮 し た 腹水中 に 含 まれ る サ イ トカ イ ン が 関与 す る 可
．
能性 が 報告 さ れ て い る 。濾過 濃

縮工程 の ロ
ー

ラ
ー

ポ ン プや フ ィ ル タ
ーの 物理刺激 は、腹水 中の マ ク ロ フ ァ

ー
ジ や癌細 胞 を刺 激 して サ イ トカ イ ン 濃度 の E昇 を きたす 危 険

性が 指摘 さ れ て い る が、こ れ らの 物理刺激 と腹水 中サ イ トカ イ ン 濃度上 昇 との 関係 は十分 に検討 され て い ない 。今臥 癌性腹膜炎お よ び

肝 硬 変症 例 の 細 胞 成分 を含 ん だ 駱棄腹水 を用い 、ロ
ー

ラ
ー

ポ ン プ とフ ィ ル タ
ー

に よる物理刺激が 腹水中の サ イ トカ イン 濃度 に及ぼす 影 響

を実験 的 に検討 した 。実験 は 徳島大学病院 臨 床研究 倫 理 審査 委員 会 の 承 認 を得 て行 い 、癌性腹膜 炎 4 例、肝硬 変 4 例 か ら穿 刺排 液 した 廃

棄 予 定 の 腹 水 を用 い た 。実験に は血 液 浄 化 装 置 ACH 一
Σ、腹水 濾 過 器 AHF −MO 、腹水濾過濃縮 用 回路 AF −SG を用 い た。各腹 水 を、物

理 的 な影響 を与えない 対照群、循環 回路 内の 腹水 を ロ
ー

ラ
ー

ポ ン プに よ っ て 50m レ 分で 循環 させ た群、腹 水 濾 過 器 を介 した循環 回路 内

の 腹 水 を ロ
ー

ラ
ー

ポ ン プに よ っ て 50mlf 分で 循環 させ た 群の 3群に分注 し、室温下で 実験 を行 っ た 。 開始前、1Q、30、60、120分 後 に

腹 水 を採取 し、8種類 の サ イ トカ イ ン 濃度 （IL
−2、　 IL−4、　IL−6、　 IL−8、　IL−10、　GM −CSF、　 IFN一γ、　 TNF 一

α ）を測定 した。開始前 の 腹水 中

サ イ トカ イ ン 濃度 は IL−2 の み 全 て 測定 感度 以 下 で あ り、全 ての サ イ トカ イ ン 濃度で 経 時的 に 有意な変化 は見 られ な か っ た。以 上 の 結 果

よ り、腹水 の 濾過工 程．に お ける ロ
ー

ラ
ー

ポ ン プ や濾 過 器 に よ る物理刺激 は 、腹水中の サ イ トカ イ ン 濃 度 に影 響 を与 え ない と考 え られ る。
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腹水濾過濃縮再静注法 における lL−6 と発熱の関係につ い て の検討
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旧 的】腹水濾過 濃縮 再 静 注法 （CART ）の 副作用 と して 発熱が あ り、腹水 中の サ イ トカ イ ン の 関与が 報告 され て い る 。今 回我 々 は発 熱 と

関係 が あ る と考 え られ て い る 炎症 性 サ イ トカイ ン 、腹 水 lilの TP な ど を測 定 し発熱 との 関連 を検討 した。【方法 】難 治 性 腹 水 患 者 9 名に

つ い て 、CART 施行前後の 腹水巾の IL−1β、　IL
−6、　TP 値 を測定 し、腹水静注 前後 の患者 のバ イ タル 変化を観察 した 。 【成績】正L−1βは 2

例 の 濃縮前腹水 に 検 出 さ れ たが、そ の ほ か の検体で は測定で きなか っ た。IL−6 は 全 て の 症 例 の 腹 水 中 に高濃 度に 存在 し、濃縮後 さ ら に

上 昇 が み られ た 〔濃 縮 後平 均 6618．9pg ／mL ）。 腹水再静注 後に 9名中 7名 の 患者で体温上昇がみ られたが 、腹水 中の IL−6値 と再 静注後の

体 温上 昇 との 問に 明ら か な相 関 は 認 め られ な か っ た 。一方濃縮 され た腹 水 中 の 蛋 白濃 度 と発 熱 の 問 には 相関 関係 が み られ 、タ ンパ ク 濃 度

が 高 い ほ ど体 温 上 昇が 高 くなる 傾向が示 され た。【考察】今回 の 結果 よ り、発熱 と関係する 因子 はサ イ トカ イ ン レベ ル で は な く、濃縮 さ

れ る蛋 白分画 の 中 に含 ま れ て い る の で はな い か と推測 さ れた。【結論 1濃 縮 さ れて タ ン パ ク濃 度が 高 くな っ た腹 水ほ ど、再 静 注 の 際 に発

熱が 生 じや すい 可 能性が ある こ とが 今 回 の 検 討で 示 唆さ れ た。
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